














はじめに 

 心身障害児の生涯処遇に関わる問題は,その置かれている地域の住民総体が当面してい

る生活諸機能の充足と不可分に連動していると思われる。一般住民が提起している文化,

福祉,教育などおよそ市民福祉総体をかたちづくるそれらの関心や,具体的な実践をはなれ

たところに,障害児・者の生涯処遇の展望は成り立たない。 

 本研究では,大都市社会で普遍的な福祉に欠ける状況を,一モデル地域のなかで明らかに

し,生涯処遇の体系のなかで国,自治体,地域社会ならびに本人,家族が果たす役割を解明す

るとともに,具体的な地域福祉のネットワークづくりを実践的に試行している。 

 今回は研究の初年度として,主にその実態を把握しその地域社会の姿を浮き彫りにする

ことに努めると共に,地域での若干の試みを加えて報告する。 


